
うんコミュ
だより

　マスクが不足していた 5月から6月にかけてマスクバンクを設置し、合計 1387枚ものマスクを市内外 77名と匿名
複数名の皆様からお預かりしました。訪問事業や場づくり等に取り組まれている市内の 4団体に寄付させていた
だきました。ありがとうございました。

　マスクバンクのお礼とご報告（新型コロナウイルス対策支援）

おたがいさま雲南

雲南市・奥出雲町・飯南
町の３つのエリアで活動
されています。みんなで
支え合う有償たすけあい
システムです。

訪問看護ステーション 

コミケア 
 

訪問看護、訪問リハビ
リ、出張サロンや健康の
調査研究など「たくさんの
幸せな瞬間をプロデュー
スする」を理念に活動さ
れています。

みんなのお家 
 

コミュニティナースカンパ
ニーが運営されている、
誰でも利用できる施設・
地域の学び場です。主
に利用者の皆さまにご
活用いただきます。

好老センター 

通所介護事業所  
 

社会福祉協議会が運営
をされています。 
マスク寄付者様から声を
お寄せいただき、寄付を
させていただきました。 

4月に642人の方々の志金で「支え合い市民が作る市民のための財団」として誕生した「うんなんコ
ミュニティ財団」の活動に日頃より温かいご支援を賜りありがとうございます。
新型コロナアンケート調査に続き、

1. 　 アイディアを公開し仲間や資金を募る「プラン共有会議」を２か月毎に開催し、プラン実現に向
けての資金調達を含めた支援に入る予定です。

2. 　 課題共有会議では初回テーマ「ひきこもりは「いけない？」8050問題と雲南のこれから」と深
い問題をオープンに語り合って頂きました。

3. 「地域循環共生圏プラットホーム構築事業（※1）」にも取り組みます。

「環境に関する取り組みをしたいけど難しい」と云う小さな声に応え「循環オンライン座談会＃1～5」
の開催を致します。また、自分たちでつくる未来を考え自分たちでできる行動を探っていく「うんなん
みらい調査」もはじめます。調査で拾い集めた声で「ローカルマニフェスト」を作りこれからの行動指針
として活用していきます。
市民同士で支え合い「未来への想い」を共有することで「地域資源循環の街うんなん」を

皆様と共に創り、共に住み続ける為の活動へのご参加をこれからもよろしくお願いします。

代表理事　郷原剛志　

OCT ２０２０

 01

（※1）地域循環共生圏とは、地域資源を最大限活用しながら自立・分散型の社会を形成し地域の特性に応じて資源を補完し支え合うことにより、環境・経済・社会が統合的に循環し地

域の活力が最大限に発揮されることを目指す考え方です。地域循環共生圏プラットフォーム構築事業ではその実施のための基盤づくりに取り組みます。



プラン共有発表者さんのご紹介＆近況ご報告

　偶数月7日に開催している「こんなことがしたい！」を発表いただく
プラン共有発表会。発表後には、参加者のみなさんと意見交換の時
間も設けています。 4月に引き続き6月・8月も、新型コロナウイルス
対策としてオンラインで開催いたしました。当日発表いただいた発表
者さんと近況をご紹介します！

①五感で感じる雲南ツアー  

2020実行委員会

新成人に向けて雲南ツアーを  
開催したい！

■プラン発表会を経て
多方面に渡る方から多様な意見を頂くこ
とができて、新しい視点を得ることがで
きました。
■今後について
成人式が来年になったため、五感で感
じる雲南ツアー高校生バージョンを、 3月
に企画しています。 3月に高校生ツアー
を行うことで更に新成人ツアーに磨きを
かけていきたいです！

②大東七夕応援計画

大東七夕まつりの  

PR活動をしたい！

■プラン発表会を経て
SNSを活用して情報発信を行うととも
に世界各地から願い事を募集しまし
た。願い事は短冊に書いて飾りまし
た。七夕まつりの夜にオンラインイベ
ントを実施し、皆さんと「世界平和」を
祈りました。
■今後について
来年に向けて、繋がった皆さまと一緒
にできることを検討していきます。

③松本悠さん

地産地消のエネルギーをつくろう

～仕組みづくりのスタート〜

■プラン発表会を経て
はじめはひとりでしたが、現在は関心の
ある21人でSNSを使い情報共有を行っ
ています。市内外で既に取り組まれてい
る団体・企業の方と意見交換をしていま
す。
■今後について
先進事例の視察や、実際に実現可能な
第一歩に向けて検討を進めていきま
す。

④たいきとみんなのライブ

実行委員会

地域を盛り上げる音楽活動を  
継続したい！

■プラン発表会を経て
同じ目標を持つ仲間と出会う難しさを改

めて痛感しました。どこまで主催者が主

旨や基盤となるプランを考えて伝えれ

ば、会議として動き出せるか、少し学ぶ

ことができて良かったです。

■今後について
10月にライブ第二弾を行う予定です。引

き続き、ライブ実現と発展のための出資

者を募っています。

⑤劇団おばば座

少人数で心やすく来れる公演場
所をつくり、地域を笑いで元気に

したい！

■プラン発表会を経て
ボランティアさんにお越しいただき、ほ

ぼ芝居小屋が完成しました！

■今後について
来年3月6日(土)にプレオープンです。

その後は毎月第１日曜日に定期公演

を予定しています。公演当日、皆さん

とお茶を飲む準備などをしてくださる

ボランティアさんを募集しています！

⑥そんさんひょんさん

深刻なIT遅れをなんとかしたい！

■プラン発表会を経て
なんとかオープンすることが出来まし

た。（だんだん！） 1名入られまして、さっ

そくIT仕事も作れそうです。

■今後について
ITスキルを身につけたい人にもっともっ

と届けたい。チラシをおいても良い場所

を探しています。紹介してくださ

い！！！助けてください！！！
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うんなん課題共有会議を開催しました

「自然環境と大切にしたい価値を考える」座談会
　を開催しました

／
今までの発表会・勉強会は
動画で視聴ができます！
＼

　第1回目は8050問題・地域での孤立を

テーマに、9月5日に開催しました。

　市内で取組をされている池田隆史さん、岡田浩一さん、土屋博紀さんに取組内容などをお話いただき、市内

外20名の参加者の方々と意見交換や感想の共有などをすることができました。

◎ご意見など

・相談につながりやすい環境づくり・仕組みが大切
　本人さん：相談する元気すら持つことが難しい、周囲の人に言い難いのが現状（否定されるなどの経験や、
                     様々な背景がある）。
　支援者さん：個人・組織のネットワークが大切。繋ぎ先を知っているか、繋ぎ先の人と紹介以上の「親しい
　　　　　　　　関係性」があるか（紹介だけでは、本人さんも行くハードルが高い）。

・回復期の次のステップとしての参加の場が必要
　「就労がゴール」となりがちだが、体験・
　参加、生きる元気になることに取り組め
　る場や機会が様々なところでできたら良
　い（今はその場や機会が少ない）。

・楽しくみんなでやっていこう！
　→暮らしの中で自然に楽しみながら取り組
　　めるようにしていきたい！

　当財団は「地域の（小さな）声をかたちに」すべく、まず既にある声を知ろうと市民アンケートなどを拝見して
います。H28年環境計画のアンケートや H29年市民アンケート（※ 2）からは、「環境に関する取り組みをした
いけれど、難しい！」という声があります。環境保全活動への参加については、およそ 3人に1人の方は『これ
まで環境保全活動に参加したことはないが、今後は参加したい』という前向きな考えを持っておられます！

　座談会は「環境に関する取り組みをしたいけれど、難しい！」ということを踏まえて、取り組む前の勉強会と
して、5回に渡って楽しく学ぶ会を企画しています。第 1回目は9月19日（土）に、雲南市内で森林整備や草刈
りなどを楽しく実施する舩木海さん、同じく雲南市内で誰でも使って良い「みんなの畑（仮）」をおだやかに実
施する坂本美緒さんから取組内容や大切にされていることなどをお話いただきました。

◎今後に向けて

・社会資源を可視化する

　→11月に可視化ワークショップ開催を予定

・支援の過程を振り返り、時間軸も含めて可

　視化・共有する

◎今後の予定

#2　10/17（土）13:00〜　ゲスト：大垣多恵さん

　　「プラスチックごみの現状と私たちにできること」

#3　11/21（土）13:00〜　ゲスト：坂野  晶 さん

　　「地域で考える資源循環」

#4　12/12（土）13:00〜　ゲスト：佐藤貞之さん

　　「自然とともに生きること」

#5　日程未定

　　子どもと大人のSDGs（エスディージーズ）勉強会

（※2）各アンケート集計結果は雲南市役所のホームページに掲載されています。  03



うんなんみらい調査をはじめます！

①Instagram投稿で参加！

好きな雲南の景色や人、これか
らも続いてほしい伝統や  
文化などを 
「#うんなんみらい図鑑」 
で投稿してください！  

 
※人を投稿されるときにはご本人に  

ご確認をお願いいたします。  

②アンケート回答で参加！
 

自然そのものを神話の「ヤマタノ
オロチ」に置き換え、ヤマタノオ
ロチと共生 
するにはどうする？  
をアンケート形式で  
楽しく考えていきま  
す！  

(右上QRコードからお願いします！)

③アイデア送付で参加！

暮らしのなかで気付いた、ちょっ
としたこと。雲南市全体を巻き込
むような大規模なこと。どんな内
容でも構いません！  
妄想あふれるプロジェクトが雲南
中からたくさん集まれば、きっと
面白い未来が描けるはず！あな
たの声が、地域を作る一歩にな
ります。 

 → 詳細はホームページへ！（「うんなんみらい調査」で検索）  

　雲南市は古くより豊かな自然や、この土地の
風土を利用して生まれた文化とともに生きて  き
ました。
　この雲南の魅力を次の世代に引き継いでいく
ためには、さらにワクワクする未来  を描いてい
くことが必要です。これから先の未来も持続可
能な地域であり続けるために、うんなんみらい
調査では、みなさまの声を集めます。誰もが地
域づくりに参加するために、何ができるでしょう
か？
　まだ出会えていなかった雲南の仲間と、未来
に向けてあなたは何がしたいですか？人も資
源も循環し続ける地域の姿を描きましょう！

後援：雲南市　雲南市教育委員会 　

　　ご支援いただきありがとうございます
　　　基金へのご寄付
　　　　フェリーチェさま（寄付つき商品「くもわっさん」の販売）　みんなのお家さま（募金箱）
　　　　岩佐由紀夫さま　小俣七子さま　下中隆嗣さま　髙須賀千江子さま　高橋達朗さま　竹本浩さま
　　　　田中佑果さま（ご自身のCD売上一部をご寄付）　渡部奈美子さま　匿名希望３名の皆さま・１団体さま
　　　　杉原雅也・小俣健三郎 （役員のため敬称略）

　　　マスクバンクへのご寄付　７７名・匿名複数人の皆さま
　　　事務用品等のご寄付　小林彩さま　堀内結子さま　平井佑佳さま　小俣健三郎・村上尚実　（役員のため敬称略）

2020年10月12日発行
発行元：公益財団法人うんなんコミュニティ財団
島根県雲南市木次町木次 36番地
電話：0854-47-7787
ホームページ：https://www.unnan-cf.org/　
　　　　　　　（「うんなんコミュニティ財団」で検索）

 04 この広報紙はふるさと島根定住財団助成制度「地域づくり応援助成金」で作成しています。

https://www.unnan-cf.org/

